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SDGsへの取り組み –Actions on SDGs-

最先端の技術で人とICTをつなげる製品やソリューション・サービスの提供を通じて、
SDGsに貢献していきます。

2015年9月に、「国連持続可能な開発サミット」においてSDGsの17のゴールおよび169の

ターゲットを含めた「持続可能な開発のための2030アジェンダ」が採択されました。

富士通グループでは、早い時期からSDGsの重要性に着目し、トップマネジメントのリー

ダーシップのもと、SDGsの達成に貢献するための取り組みを開始しました。

具体的には、社員向け「SDGs業種セミナー（金融・流通、行政）」やSDGsワークショップ

などの社内啓発をはじめ、ステークホルダーとの協働によるSDGs貢献事業の実現、およびそ

れらの事例紹介などを行っています。

富士通グループの取り組み

当社グループでは、富士通グループと足並みをそろえつつ、マネジメントレビューなどに

おける討議を通してSDGsへの取り組みを計画し、活動を開始しました。

2018年度までは、社内にSDGsに対する認識を浸透させることが重要と捉え、e-ラーニング

や社内報での特集などを実施しました。また、SDGsとのかかわりが強いソリューション開発

部門においては、SDGsに対するより深い理解を得るための教育を実施し、今後、SDGsに貢献

可能なソリューションを開発するための基礎を固めました。

富士通フロンテックグループの取り組み

e-ラーニング 社内報特集

「第9期環境行動計画」における取り組み

「富士通フロンテックグループ第9期環境行動計画」（2019～2020年度）の項目の1つとし

て「ICTサービスを通じたSDGsの達成への貢献」を掲げ、3つの大テーマおよび6つの小テーマ

からなる実施計画を策定しました。

今後2年間の活動の中で、社内のSDGsに関する理解を底上げするとともに、最先端の技術

で人とICTをつなげる製品やソリューション・サービスの提供を通じて、SDGsに貢献していき

ます。

［SDGsへの取り組み計画］

① SDGsに関する理解の向上

1) SDGsに関する社内啓発 e-ラーニングの受講やイントラネットなどの情
報発信を通じて啓発し、全社的にSDGsに関する
理解を向上させる。

2) SDGsに精通した人材の育成 販促会議、勉強会におけるSDGsへの深い理解、
社外セミナー・講習の聴講などを通じ、SDGsに
精通した人材を育成・確保し、全社的な推進体
制の基盤を構築する。

②お客様とのコミュニケーション

3) 「SDGs貢献ソリューション」の開発 従来の「環境貢献ソリューション」認定制度を
ベースに、SDGsへの貢献要素を付加（17のゴー
ルと関連つけ）した「SDGs貢献ソリューショ
ン」を開発する。

4) 「SDGs貢献ソリューション」の提案・受注 お 客 様 と の 商 談 に お い て 、 提 案 書 を 用 い て
「SDGs貢献ソリューション」導入によるSDGsへ
の貢献要素をPRし、受注獲得につなげる。

5) SDGsへの取り組みの情報発信 サステナビリティサイト、環境報告書などを通
じて、SDGsへの取り組みをステークホルダーへ
積極的に発信する。

③ソリューションのSDGs事例化、発信

6) 「SDGs貢献ソリューション」導入事例の発信 「SDGs貢献ソリューション」の導入事例を紹
介・発信する。
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